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【研究内容】 
認知症 
脳機能計測機器開発 
 

【研究目的】 

認知症発症機構の解明と、克服に向けた創薬 

認知症の非臨床試験の確立と新しい脳機能測定装置の開発 
 
【今後の展開】 

アミリン受容体信号の研究とアルツハイマー病新薬の開発 

レーザー、マイクロダイアリシス、ｆＭＲＩなどの知識・技術を生かした脳計測装置の改良 

大学基礎教育の改善に向けた取り組み 
 

【主な研究テーマ／実績テーマと内容】 
・認知症の研究 

日本が迎えた超高齢社会において、認知症との闘いは避けては通れない問題です。認知症克服に向けて、認知

症に関わる様々な遺伝子改変マウスの認知機能評価や新薬の非臨床実験を行っています。 
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・新しいマウス脳機能計測技術の開発 

新たな蛍光顕微鏡の開発、長期間に渡ってマウス一個体の観察を継続して行うことが可能である、マイクロダ

イアリシスや小動物用強磁場 MRI を用いた研究にも力を注いでおります。 
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・大学基礎教育学（物理学、化学、生物学） 

高校教諭養成に熱心な東京理科大学にて教諭免許（理科）を取得しました。高校の理科教育の現状を理解した

うえで、大学の一般基礎の教員として、高校と大学を繋ぐ理科教育のあり方について研究しています。 
 
【企業との共同研究の実績】 

〔オリンパス-東京大学医学部〕(1997～2006年)  多光子励起顕微鏡の生体利用に向けた共同研究において、

中心的な役割を果たし成功させた。その成果はオリンパスの最新の多光子励起顕微鏡に応用された。 


